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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像して撮像画像を生成する撮像部と、
　前記撮像部により生成された前記撮像画像に基づくライブビュー画像を表示するファイ
ンダ表示部と、
　前記撮像画像内の所定部分に対して、前記撮像画像又は前記ライブビュー画像における
各フレーム間での動きベクトルを検出する動きベクトル検出部と、
　前記動きベクトル検出部により検出された前記撮像画像内の周辺部分の前記動きベクト
ルに基づいて、前記ファインダ表示部における前記ライブビュー画像の表示範囲を変更さ
せる表示範囲変更部とを備えた撮影装置。
【請求項２】
　前記撮像画像内に存在する主要被写体像を認識する主要被写体像認識部を備え、
　前記動きベクトル検出部は、前記主要被写体像認識部により前記主要被写体像が認識さ
れた場合、前記主要被写体像の前記動きベクトルを検出し、
　前記表示範囲変更部は、前記周辺部分の前記動きベクトルに基づく移動量と、前記主要
被写体像の前記動きベクトルに基づく移動量とを比較し、前記周辺部分の前記動きベクト
ルに基づく移動量が前記主要被写体像の前記動きベクトルに基づく移動量よりも大きい場
合、前記表示範囲を縮小させる請求項１記載の撮影装置。
【請求項３】
　前記表示範囲変更部は、前記周辺部分の前記動きベクトルに基づく移動量が所定値以上
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の場合、前記表示範囲を縮小させる請求項１記載の撮影装置。
【請求項４】
　パン動作またはチルト動作の速度を検出する速度検出部を備え、
　前記表示範囲変更部は、前記速度検出部により検出された前記速度に応じて前記表示範
囲の縮小率を変更する請求項２又は３記載の撮影装置。
【請求項５】
　前記撮像部による撮像内容に関する撮像情報を、前記ファインダ表示部における前記表
示範囲の周囲に表示させる表示制御部を備え、
　前記表示制御部は、前記表示範囲変更部が前記表示範囲を縮小させた場合、前記表示範
囲の縮小前に対して前記撮像情報を拡大して表示させる請求項２又は３項記載の撮影装置
。
【請求項６】
　パン動作またはチルト動作の速度を検出する速度検出部を備え、
　前記表示範囲変更部は、前記速度検出部により検出された前記速度に応じて前記表示範
囲の縮小率を変更し、
　前記表示制御部は、前記速度に応じて前記撮像情報の拡大率を変更する請求項５記載の
撮影装置。
【請求項７】
　前記撮像部は、画角を変更可能な光学系を備えており、
　前記表示範囲変更部は、前記画角に応じて前記表示範囲の縮小率を変更する請求項２又
は３記載の撮影装置。
【請求項８】
　前記周辺部分において前記動きベクトルが検出された部分に応じて前記表示範囲の縮小
率を変更する請求項３記載の撮影装置。
【請求項９】
　被写体を撮像して撮像画像を生成する撮像部と、
　前記撮像部により生成された前記撮像画像に基づくライブビュー画像を表示するファイ
ンダ表示部とを備えた撮影装置の制御方法において、
　前記撮像画像内の周辺部分に対して、前記撮像画像又は前記ライブビュー画像における
各フレーム間での動きベクトルを検出するステップと、
　前記動きベクトル検出部により検出された前記周辺部分の前記動きベクトルに基づいて
、前記ファインダ表示部における前記ライブビュー画像の表示範囲を変更させるステップ
と、
を備える撮影装置の制御方法。
【請求項１０】
　被写体を撮像して撮像画像を生成する撮像部と、
　前記撮像部により生成された前記撮像画像に基づくライブビュー画像を表示するファイ
ンダ表示部とを備えた撮影装置の制御プログラムにおいて、
　前記撮像画像内の周辺部分に対して、前記撮像画像又は前記ライブビュー画像における
各フレーム間での動きベクトルを検出するステップと、
　前記動きベクトル検出部により検出された前記周辺部分の前記動きベクトルに基づいて
、前記ファインダ表示部における前記ライブビュー画像の表示範囲を変更させるステップ
と、
を実行させる撮影装置の制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影装置とその制御方法および制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　デジタルカメラ等の撮影装置には、カメラ本体の背面に設けられた背面表示部の他に、
接眼窓を覗き込むようにして被写体像を確認するためのファインダ部を備えていることが
一般的である。ファインダ部としては、接眼光学系の奥に配置したファインダ表示部に、
ライブビュー画像が表示される電子ビューファインダが知られている。
【０００３】
　このような電子ビューファインダは、接眼光学系によって拡大されたライブビュー画像
を観察するため、人間の眼の特性により見やすさが左右される。人間の眼の特性のうち、
視野の性質は、以下の５つに分類される（非特許文献１参照）。
（１）弁別視野：視力、色弁別などの視機能が優れ、高精度な情報受容可能な範囲（数°
以内）
（２）有効視野：眼球運動だけで情報注視し、瞬時に特定情報を雑音内より受容できる範
囲（左右約１５°，上約８°，下約１２°以内）
（３）注視安定視野：頭部運動が眼球運動を助ける状態で発生し、無理なく注視が可能な
範囲（左右３０～４５°，上２０～３０°，下２５～４０°以内）
（４）誘導視野：提示された情報の存在が判定できる程度の識別能力しかないが、人間の
空間座標感覚に影響を与える範囲（水平３０～１００°，垂直２０～８５°以内）
（５）補助視野：情報受容は極度に低下し、強い刺激などに注視動作を誘発させる程度の
補助的なはたらきをする範囲（水平１００～２００°，垂直８５～１３５°以内）。
【０００４】
　近年、電子ビューファインダを備えたデジタルカメラが増加している。そこで、より高
品質な画像を撮影するために、電子ビューファインダの視野角を撮影者による設定入力に
基づいて変更可能とする撮影装置が知られている（特許文献１）。このような撮影装置で
は、電子ビューファインダの視野角を広げると、覗き込んだ接眼窓の内部いっぱいにライ
ブビュー画像が広がって臨場感が得られる。そして、臨場感のあるライブビュー画像に基
づいて高品質な撮像画像を得ることができる。電子ビューファインダを覗いている場合に
は、撮影装置に対する頭部の角度は固定されている。このため、水平方向３０°を超える
領域は対象を捉えることが難しいが、これを超える領域（上述した誘導視野）にライブビ
ュー画像を表示することで臨場感が得られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１６６６９号公報
【非特許文献１】「人間工学Ｖｏｌ.２９,Ｎｏ.３」、１９９３年、p.１２９～１３４
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１記載の撮影装置では、電子ビューファインダの視野角を
広げるように設定入力を行うと、ライブビュー画像に臨場感が得られるメリットはあるが
、上述したように、人間が注視できる視野角は限られていることが判っている。従って、
撮影者が主要被写体を注視していると、それと引き換えに、注視できる視野角の外側、す
なわち、ライブビュー画像内の周辺部分については、見落としてしまうおそれがある。
【０００７】
　ライブビュー画像内の周辺部分に動きがある場合、例えば、撮影者が、主要被写体を追
いかけてパン動作又はチルト動作をしている際、動いている物体が入ってきた際などに、
ライブビュー画像の周辺部分に、撮影者にとって不要なものが存在していてもそれらに気
付かずに撮影してしまうことがある。あるいは、ライブビュー画像の周辺部分に、撮影者
にとって新たな主要被写体となり得るものが存在していることも考えられるが、それらに
気付かずにもとの主要被写体だけを注視して撮影してしまうことがある。
【０００８】
　一方、上記特許文献１記載の撮影装置では、電子ビューファインダの視野角を狭めると
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、ライブビュー画像内の周辺部分に動きがある場合に、撮影者は周辺部分の状況や、周辺
部分に入ってきた物体などに気付くことができるが、その代わりに臨場感が得られる撮影
はできなくなる。
【０００９】
　本発明は、ライブビュー画像に臨場感が得られるとともに、ライブビュー画像内の周辺
部分に動きがある場合に撮影者が気付くことが可能な撮影装置とその制御方法および制御
プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するため、本発明の撮影装置は、撮像部と、ファインダ表示部と、動き
ベクトル検出部と、表示範囲変更部とを備えている。撮像部は、被写体を撮像して撮像画
像を生成する。ファインダ表示部は、撮像部により生成された撮像画像に基づくライブビ
ュー画像を表示する。動きベクトル検出部は、撮像画像内の所定部分に対して、撮像画像
又はライブビュー画像における各フレーム間での動きベクトルを検出する。表示範囲変更
部は、動きベクトル検出部により検出された撮像画像内の周辺部分の動きベクトルに基づ
いて、ファインダ表示部におけるライブビュー画像の表示範囲を変更させる。
【００１１】
　撮像画像内に存在する主要被写体像を認識する主要被写体像認識部を備え、動きベクト
ル検出部は、主要被写体像認識部により主要被写体像が認識された場合、主要被写体像の
動きベクトルを検出し、表示範囲変更部は、周辺部分の動きベクトルに基づく移動量と、
主要被写体像の動きベクトルに基づく移動量とを比較し、周辺部分の動きベクトルに基づ
く移動量が主要被写体像の動きベクトルに基づく移動量よりも大きい場合、表示範囲を縮
小させることが好ましい。
【００１２】
　表示範囲変更部は、周辺部分の動きベクトルに基づく移動量が所定値以上の場合、表示
範囲を縮小させることが好ましい。
【００１３】
　パン動作またはチルト動作の速度を検出する速度検出部を備え、表示範囲変更部は、速
度検出部により検出された速度に応じて表示範囲の縮小率を変更することが好ましい。
【００１４】
　撮像部による撮像内容に関する撮像情報を、ファインダ表示部における表示範囲の周囲
に表示させる表示制御部を備え、表示制御部は、表示範囲変更部が表示範囲を縮小させた
場合、表示範囲の縮小前に対して撮像情報を拡大して表示させることが好ましい。
【００１５】
　パン動作またはチルト動作の速度を検出する速度検出部を備え、表示範囲変更部は、速
度検出部により検出された速度に応じて表示範囲の縮小率を変更し、表示制御部は、速度
に応じて撮像情報の拡大率を変更することが好ましい。
【００１６】
　撮像部は、画角を変更可能な光学系を備えており、表示範囲変更部は、画角に応じて表
示範囲の縮小率を変更することが好ましい。
【００１７】
　周辺部分において動きベクトルが検出された部分に応じて表示範囲の縮小率を変更する
ことが好ましい。
【００１８】
　本発明の撮影装置の制御方法は、撮像部と、ファインダ表示部とを備えた撮影装置の制
御方法であって、撮像画像内の周辺部分に対して、撮像画像又はライブビュー画像におけ
る各フレーム間での動きベクトルを検出するステップと、動きベクトル検出部により検出
された周辺部分の動きベクトルに基づいて、ファインダ表示部におけるライブビュー画像
の表示範囲を変更させるステップと、を備えている。
【００１９】
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　本発明の撮影装置の制御プログラムは、撮像部と、ファインダ表示部とを備えた撮影装
置の制御プログラムであって、撮像画像内の周辺部分に対して、撮像画像又はライブビュ
ー画像における各フレーム間での動きベクトルを検出するステップと、動きベクトル検出
部により検出された周辺部分の動きベクトルに基づいて、ファインダ表示部におけるライ
ブビュー画像の表示範囲を変更させるステップと、を実行させる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、ライブビュー画像に臨場感が得られるとともに、ライブビュー画像内
の周辺部分に動きがある場合に撮影者が気付くことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】デジタルカメラの外観を正面側から示す斜視図である。
【図２】デジタルカメラの外観を背面側から示す斜視図である。
【図３】デジタルカメラの構成を示すブロック図である。
【図４】ファインダ表示部に表示される撮像画像の一例を示す説明図である。
【図５】動きベクトルを検出する撮像画像内の周辺部分Ｐの一例を示す説明図である。
【図６】撮影モード下でライブビュー画像を表示する際の処理を説明するフローチャート
である。
【図７】ライブビュー画像の表示画面の一例であり、ライブビュー画像の表示範囲を縮小
させる場合の変化の前後を示す説明図である。
【図８】第２実施形態においてライブビュー画像の表示範囲を縮小させるとともに、撮像
情報を拡大して表示させる場合の変化の前後を示す説明図である。
【図９】第３実施形態におけるデジタルカメラの構成を示すブロック図である。
【図１０】パン動作またはチルト動作の速度に応じて表示範囲の縮小率を変更する例を示
す説明図である。
【図１１】第４実施形態における撮影モード下でライブビュー画像を表示する際の処理を
説明するフローチャートである。
【図１２】第４実施形態におけるライブビュー画像の表示画面の一例であり、ライブビュ
ー画像の表示範囲を縮小させる場合の変化の前後を示す説明図である。
【図１３】動きベクトルが検出された部分に応じて縮小率を変更させる第５実施形態にお
けるライブビュー画像の表示画面の一例であり、ライブビュー画像の表示範囲を縮小させ
る場合の変化の前後を示す説明図である。
【図１４】動きベクトルが検出された部分を網掛け表示するライブビュー画像の表示画面
の一例である。
【図１５】動きベクトルが検出された部分をブロック単位で網掛け表示するライブビュー
画像の表示画面の一例である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　［第１実施形態］
　図１および図２において、デジタルカメラ１１は、カメラ本体１２（装置本体）、レン
ズ鏡筒１３、背面表示部１４、及びファインダ部１５を備える。
【００２３】
　レンズ鏡筒１３は、カメラ本体１２の前面に設けられており、撮像光学系１６を保持し
ている。レンズ鏡筒１３の外周には、フォーカスリング１７、絞りリング１８およびズー
ムリング１９を備える。
【００２４】
　背面表示部１４は、カメラ本体１２の背面に設けられており、撮影済み画像の再生、後
述するライブビュー画像の表示、および設定メニューの表示などに用いられる。背面表示
部１４は、例えばＬＣＤパネルで構成されている。この背面表示部１４の表面には、タッ
チパネル２９（図３参照）が取り付けられており、タッチパネル２９からの入力指示は、
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主制御部４１に送信される。
【００２５】
　カメラ本体１２の上面には、電源レバー２１、レリーズスイッチ２２、露出補正ダイヤ
ル２３、シャッタスピードダイヤル２４、ＩＳＯ感度ダイヤル２６、内蔵フラッシュ装置
２７等が設けられている。カメラ本体１２の背面には、複数の操作ボタン２８が設けられ
ている。複数の操作ボタン２８は、各種設定操作などに用いられる。
【００２６】
　デジタルカメラ１１は、操作ボタン２８を操作することにより撮影モード（静止画又は
動画撮影モード）、再生モード、および設定モードの間で動作モードを切り替えることが
できる。
【００２７】
　電源レバー２１は、デジタルカメラ１１の電源（図示せず）をオン／オフする際に操作
される。レリーズスイッチ２２は、撮影を実行する際に操作される。シャッタスピードダ
イヤル２４は、デジタルカメラ１１のシャッタ速度を切り替える際に操作される。
【００２８】
　レリーズスイッチ２２は、Ｓ１スイッチとＳ２スイッチとで構成された２段ストローク
式のスイッチ（図示せず）を有する。デジタルカメラ１１は、レリーズスイッチ２２が押
下（半押し）され、Ｓ１スイッチがオン状態となると、自動露出調節等の撮影準備動作を
行う。この状態からさらにレリーズスイッチ２２が押下（全押し）され、Ｓ２スイッチが
オン状態となると、撮影動作が行われる。
【００２９】
　また、カメラ本体１２の底部には、後述する記録メディア５２（図３参照）を装着する
ためのスロット（図示せず）と、このスロットの開口を開閉する装填蓋（図示せず）とが
設けられている。
【００３０】
　ファインダ部１５は、電子ビューファインダであり、ファインダ接眼窓１５Ａの奥に配
置したＬＣＤからなるファインダ表示部３１（図３参照）に、後述するライブビュー画像
が表示される。カメラ本体１２の背面側に配されたファインダ接眼窓１５Ａは、撮影者の
眼が接眼される。
【００３１】
　図３において、撮像光学系１６は、変倍レンズ１６Ａおよびフォーカスレンズ１６Ｂを
含む複数のレンズ、絞りユニット３２などを備える。撮像光学系１６の背後には、撮像光
学系１６の光軸ＬＡに沿って、シャッタユニット３３、撮像素子３４が配される。撮像素
子３４は、カメラ本体１２の内部に設けられている。
【００３２】
　ズーム機構３５は、ズームリング１９の回転動作を直線移動に変換して変倍レンズ１６
Ａを移動させるマニュアルズーム機構である。変倍レンズ１６Ａは、ズーム機構３５の駆
動により光軸ＬＡ方向に移動し、撮像光学系１６の画角を変更する。
【００３３】
　フォーカスレンズ１６Ｂは、モータ３６の駆動により光軸ＬＡの方向に移動し、撮影距
離を調節する。主制御部４１は、図示しない検出部の信号に基づき検出したフォーカスリ
ング１７の回転方向及び回転量に応じてフォーカスレンズ１６Ｂを移動させる制御信号を
モータドライバ３９に送信する。モータドライバ３９は、制御信号に基づいてモータ３６
を駆動させる。
【００３４】
　絞りユニット３２は、モータ３７の駆動により複数枚の絞り羽根３２ａを移動させ、撮
像素子３４への入射光量を変化させる。撮像素子３４には、撮像光学系１６を通過し、絞
り３０により光量が調整された被写体の光学像が入射する。主制御部４１は、図示しない
検出部の信号に基づき検出した絞りリング１８の角度位置に応じて絞り羽根３２ａを移動
させる制御信号をモータドライバ３９に送信する。モータドライバ３９は、制御信号に基
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づいてモータ３７を駆動させる。
【００３５】
　シャッタユニット３３は、フォーカルプレーンシャッタなどのメカシャッタであり、絞
りユニット３２と撮像素子３４との間に配置されている。シャッタユニット３３は、撮像
光学系１６と撮像素子３４との間の光路を遮断可能に設けられており、開口状態と閉口状
態との間で変化する。
【００３６】
　シャッタユニット３３は、ライブビュー画像および動画撮影時に開口状態とされる。シ
ャッタユニット３３は、静止画撮影時には、開口状態から一時的に閉口状態になる。この
シャッタユニット３３は、モータ３８により駆動される。主制御部４１は、後述するシャ
ッタ方式の設定情報に応じてシャッタユニット３３を動作させる制御信号をモータドライ
バ３９に送信する。モータドライバ３９は、制御信号に基づいてモータ３８を駆動させる
。
【００３７】
　撮像素子３４は、主制御部４１により駆動制御される。撮像素子３４は、シャッタユニ
ット３３、デジタル信号処理部４４などとともに撮像部を構成する。また、内蔵フラッシ
ュ装置２７を用いるフラッシュ撮影の場合は、内蔵フラッシュ装置２７も撮像部を構成す
る。撮像素子３４は、例えば、ＲＧＢ方式のカラーフィルタを有する単板カラー撮像方式
のＣＭＯＳ型イメージセンサである。撮像素子３４は、２次元マトリクス状に配列された
複数の画素（図示せず）により構成された受光面を有している。各画素は、光電変換素子
を含んでおり、撮像光学系１６により受光面に結像された被写体像を光電変換により撮像
して撮像信号を生成する。また、撮像素子３４は、電子シャッタ機能を有しており、シャ
ッタ速度（電荷蓄積時間）が調整可能である。
【００３８】
　撮像素子３４は、ノイズ除去回路、オートゲインコントローラ、Ａ／Ｄ変換回路等の信
号処理回路（いずれも図示せず）を備える。ノイズ除去回路は、撮像信号にノイズ除去処
理を施す。オートゲインコントローラは、撮像信号のレベルを最適な値に増幅する。Ａ／
Ｄ変換回路は、撮像信号をデジタル信号に変換して撮像素子３４から出力する。撮像素子
３４の出力信号は、各画素ごとに１つの画素値を有する画像データ（いわゆるＲＡＷデー
タ）である。
【００３９】
　撮像素子３４及び主制御部４１は、バス４２に接続されている。この他、バス４２には
、メモリ制御部４３、デジタル信号処理部４４、メディア制御部４６、表示制御部４７、
設定情報記憶部４８、およびタッチパネル２９が接続されている。
【００４０】
　メモリ制御部４３には、ＳＤＲＡＭ等の一時記憶用のメモリ４９が接続されている。メ
モリ制御部４３は、撮像素子３４から出力された画像データをメモリ４９に入力して記憶
させる。また、メモリ制御部４３は、メモリ４９に記憶された画像データを、デジタル信
号処理部４４に出力する。
【００４１】
　ファインダ部１５には、ファインダ表示部３１および接眼光学系５１を備えている。フ
ァインダ表示部３１に表示された画像は、接眼光学系５１によって拡大され、ファインダ
接眼窓１５Ａに接眼される撮影者の眼によって観察される。
【００４２】
　デジタルカメラ１１では、動作モードとして撮影モード（静止画又は動画撮影モード）
が選択された場合、撮像部から周期的（毎秒数十フレーム）に生成される撮像画像が、表
示制御部４７を経てファインダ表示部３１又は背面表示部１４に出力され、構図確認用の
ライブビュー画像（スルー画像ともいう）として継続的に表示される。撮影者は、ライブ
ビュー画像を見ながら所望の構図になるように撮影方向や撮像光学系１６の画角（変倍レ
ンズ１６Ａの移動量）を調節し、所望の構図が得られたときにレリーズ操作（レリーズス
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イッチ２２の押し下げ操作）を行う。
【００４３】
　デジタル信号処理部４４は、メモリ４９から入力された画像データに対して、マトリク
ス演算、デモザイク処理、γ補正、輝度・色差変換、リサイズ処理などの公知の画像処理
を施し、各画素の画素値に基づいて、撮像画像データを生成する。デジタル信号処理部４
４は、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）により構成される。表示制御部４７は、背面
表示部１４およびファインダ表示部３１への画像表示を制御する。
【００４４】
　デジタルカメラ１１では、動作モードとして撮影モード（静止画又は動画撮影モード）
が選択された場合、デジタル信号処理部４４は、撮像画像内の所定部分に対して、ライブ
ビュー画像における各フレーム間での動きベクトルを検出する動きベクトル検出部として
機能する。具体的には、デジタル信号処理部４４は、撮像部から周期的（毎秒数十フレー
ム）に生成される撮像画像に基づくライブビュー画像のうち、ｉ枚目のフレームとｉ＋１
枚目のフレームの特徴点に対する動きベクトルを算出する。動きベクトルとは、基準画像
（ここではｉ枚目のフレーム）の特徴点と近似する特徴点が注目画像（ｉ＋１枚目のフレ
ーム）の何処に移動したか移動量と移動方向の成分からなるベクトルを用いて示したもの
のことをいう。
【００４５】
　さらに本実施形態では、デジタル信号処理部４４が、動きベクトル検出部として機能し
た場合、主要被写体像の動きベクトルと、撮像画像内の周辺部分の動きベクトルとを検出
する。主要被写体像の動きベクトルを検出する場合、デジタル信号処理部４４は、先ず撮
像画像内に存在する主要被写体像を認識する主要被写体像認識部として機能する。デジタ
ル信号処理部４４が主要被写体像認識部として機能する場合、周知のパターンマッチング
法や顔検出法などを用いて撮像画像内に存在する主要被写体像を認識する。
【００４６】
　図４に示すように、デジタル信号処理部４４は、主要被写体像Ｍが認識された場合、認
識した主要被写体像Ｍのうち、予め設定された特徴点、例えば眼の部分についてライブビ
ュー画像におけるｉ枚目のフレームからｉ＋１枚目のフレームの何処に移動したかを示す
主要被写体像Ｍの動きベクトルＶ１を検出する。
【００４７】
　図５に示すように、ライブビュー画像から、撮像画像内の周辺部分Ｐ（図中の網掛けで
示す範囲）の動きベクトルを検出する場合、デジタル信号処理部４４は、例えば、撮像画
像内の周辺部分における複数の特徴点を検出し、これらの複数の特徴点に対してｉ枚目の
フレームからｉ＋１枚目のフレームの何処に移動したかそれぞれ動きベクトルを算出し、
算出した複数の特徴点に対する動きベクトルの平均値を周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２と
して検出する。撮像画像内の周辺部分における複数の特徴点の検出方向としては、例えば
、所定の色、階調、形状などを特徴点して検出する。
【００４８】
　デジタル信号処理部４４が動きベクトルを検出する撮像画像内の周辺部分Ｐは、ライブ
ビュー画像をファインダ表示部３１に表示可能な最大表示範囲に表示した場合、すなわち
撮影者が覗き込んだファインダ接眼窓１５Ａの内部において最も大きくライブビュー画像
が表示される場合を基準とし、このライブビュー画像を人間が注視できる視野角の外側を
周辺部分Ｐとして設定したものである。
【００４９】
　さらに、デジタル信号処理部４４は、動きベクトル検出部として検出された周辺部分Ｐ
の動きベクトルに基づいて、ファインダ表示部３１におけるライブビュー画像の表示範囲
を変更させる表示範囲変更部として機能する。本実施形態においては、デジタル信号処理
部４４は、周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２に基づく移動量と、主要被写体像Ｍの動きベク
トルＶ１に基づく移動量とを比較し、周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２に基づく移動量が主
要被写体像Ｍの動きベクトルＶ１に基づく移動量よりも大きい場合、表示制御部４７を制
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御し、ファインダ表示部３１におけるライブビュー画像の表示範囲を縮小させる。なお、
この場合、ファインダ表示部３１に表示可能な最大表示範囲に対して、一定の縮小率で表
示範囲を縮小する。
【００５０】
　なお、上述したように、デジタル信号処理部４４がファインダ表示部３１におけるライ
ブビュー画像の表示範囲を縮小させた場合、撮影モードが継続する間は、表示範囲を縮小
させた状態を保持してもよいし、表示範囲を縮小させた後、所定時間が経過した場合は、
初期設定の表示範囲、例えばファインダ表示部３１に表示可能な最大表示範囲に戻しても
よい。
【００５１】
　一方、周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２に基づく移動量が主要被写体像Ｍの動きベクトル
Ｖ１に基づく移動量未満の場合は、ファインダ表示部３１におけるライブビュー画像の表
示範囲を変更せず、初期設定の表示範囲にライブビュー画像を表示させる。
【００５２】
　メディア制御部４６は、記録メディア５２への画像ファイルの記録及び読み出しを制御
する。記録メディア５２は、例えば、フラッシュメモリを内蔵したメモリカードである。
メディア制御部４６は、デジタル信号処理部４４によって圧縮された画像データを記録メ
ディア５２に記録する。
【００５３】
　また、設定情報記憶部４８は、撮像部による撮像条件に関する撮像情報を含む設定情報
が記憶されている。主制御部４１は、露出補正ダイヤル２３、シャッタスピードダイヤル
２４、ＩＳＯ感度ダイヤル２６、操作ボタン２８またはタッチパネル２９の操作により設
定情報が設定または変更された場合、設定情報記憶部４８に記憶させる。設定情報記憶部
４８は、不揮発性メモリにより構成される。なお、設定情報記憶部４８に記憶される設定
情報としては、撮影モードが選択された場合、ライブビュー画像をファインダ表示部３１
、背面表示部１４のどちらに表示させるかの設定情報も含まれている。
【００５４】
　表示制御部４７は、撮影モードが選択された場合、設定情報記憶部４８から撮像情報を
読み出し、ファインダ表示部３１におけるライブビュー画像の表示範囲の周囲に撮像情報
Ｄを表示させる。本実施形態においては、ライブビュー画像をファインダ表示部３１に表
示可能な最大表示範囲に表示した場合、ファインダ表示部３１の幅全体にライブビュー画
像が表示されるため、撮像情報Ｄは、ライブビュー画像に干渉しないように、ファインダ
表示部３１の上下の空いたスペースに表示される。
【００５５】
　図４および図５に示すように、ファインダ表示部３１に表示される撮像情報Ｄとしては
、フォーカスモード、シャッタースピード、絞り、ＩＳＯ感度、ダイナミックレンジ設定
、撮影可能な枚数などが含まれる。
【００５６】
　デジタルカメラ１１において、撮影モード下でライブビュー画像を表示する処理手順に
ついて、図６に示すフローチャートおよび図７に示すライブビュー画像の表示画面の一例
に沿って説明する。
【００５７】
　デジタルカメラ１１で撮影モードが選択された場合、主制御部４１は先ず、設定情報記
憶部４８から各種撮像情報を含む設定情報を読み出す（Ｓ１）。
【００５８】
　主制御部４１は、読み出された各種撮像情報に基づき、撮像部の動作を開始させる。撮
像部が動作を開始すると、被写体像が撮像光学系１６を通して撮像素子３４の受光面に入
射し、撮像部から画像データが出力される。画像データが撮像部からデジタル信号処理部
４４に出力されると、主制御部４１は、ライブビュー画像をファインダ表示部３１、背面
表示部１４のどちらかに表示させるかの設定情報を確認し、ファインダ表示部３１にライ



(10) JP 6831473 B2 2021.2.17

10

20

30

40

50

ブビュー画像を表示させることが選択されている場合（Ｓ２でＹ）、デジタル信号処理部
４４を制御して、ファインダ表示部３１の表示範囲にライブビュー画像を表示させる。
【００５９】
　図７に示す例では、デジタル信号処理部４４が表示範囲変更部として機能する前の初期
設定の状態では、ファインダ表示部３１に表示可能な最大表示範囲Ｅ０にライブビュー画
像を表示させる。これにより、撮影者はライブビュー画像に臨場感が得られる。そして、
デジタル信号処理部４４は、ファインダ表示部３１に表示させたライブビュー画像におけ
る撮像画像から主要被写体像を認識させる（Ｓ３）。
【００６０】
　なお、設定情報において、ファインダ表示部３１にライブビュー画像を表示させること
が選択されていない場合（Ｓ２でＮ）、主制御部４１は表示制御部４７を制御して背面表
示部１４にライブビュー画像を表示させる（Ｓ４）。
【００６１】
　主要被写体像Ｍを認識したデジタル信号処理部４４は、次に、認識した主要被写体像Ｍ
に基づき、ライブビュー画像における主要被写体像Ｍの動きベクトルＶ１を検出する（Ｓ
５）。さらにデジタル信号処理部４４は、ライブビュー画像における撮像画像内の周辺部
分Ｐの動きベクトルＶ２を検出する（Ｓ６）。
【００６２】
　図７に示す例では、ライブビュー画像において主要被写体像Ｍが移動しているとともに
、周辺部分Ｐについても建物などが移動している。すなわち、撮影者が、主要被写体を追
うために注視しながら、パン動作又はチルト動作などをしている状態である。上述したよ
うに、初期設定の状態では、ファインダ表示部３１に表示可能な最大表示範囲Ｅ０にライ
ブビュー画像が表示されているため、注視できる視野角の外側、すなわち、周辺部分Ｐに
ついては、見落としがちな状態となっている。
【００６３】
　ライブビュー画像における主要被写体像Ｍの動きベクトルＶ１、および周辺部分Ｐの動
きベクトルＶ２を検出したデジタル信号処理部は、次に、周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２
に基づく移動量と、主要被写体像Ｍの動きベクトルＶ１に基づく移動量とを比較する（Ｓ
７）。そして、周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２に基づく移動量が主要被写体像Ｍの動きベ
クトルＶ１に基づく移動量よりも大きい場合（Ｓ７でＹ）、表示制御部４７を制御し、フ
ァインダ表示部３１におけるライブビュー画像の表示範囲Ｅ１を縮小させる（Ｓ８）。な
お、図７に示す例では、ファインダ表示部３１に表示可能な最大表示範囲Ｅ０に対して、
縦横の寸法を一定の縮小率、例えば８０％で縮小した表示範囲Ｅ１にライブビュー画像を
表示させている。
【００６４】
　一方、周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２に基づく移動量が主要被写体像Ｍの動きベクトル
Ｖ１に基づく移動量以下の場合は（Ｓ８でＮ）、ファインダ表示部３１におけるライブビ
ュー画像の表示範囲Ｅ１を変更せず、ファインダ表示部３１に表示可能な最大表示範囲Ｅ
０にライブビュー画像を表示させる（Ｓ９）。
【００６５】
　撮影モードを続行する場合（Ｓ１０でＹ）、Ｓ１に戻り、ライブビュー画像の表示、動
きベクトルの検出、表示範囲Ｅ１の変更などを繰り返す。撮影者は、ライブビュー画像を
見ながら所望の構図になるように撮影方向や画角を調節し、所望の構図が得られたときに
レリーズ操作を行う。撮影モードを続行しない場合（Ｓ１０でＮ）、デジタルカメラ１１
の動作モードを変更又は電源をオフ状態にして撮影を終了する。
【００６６】
　以上のように、周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２に基づく移動量が主要被写体像Ｍの動き
ベクトルＶ１に基づく移動量よりも大きい場合、表示範囲Ｅ１を縮小させているので、撮
影者が主要被写体を注視していても、ライブビュー画像内の周辺部分にある動きに気付く
ことができる。また、表示範囲Ｅ１を縮小させる前などは、最大表示範囲Ｅ０にライブビ
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ュー画像を表示させ、臨場感のあるライブビュー画像を得ることができる。
【００６７】
　［第２実施形態］
　以下で説明する第２実施形態では、撮像画像内の周辺部分の動きベクトルに基づく移動
量が主要被写体像の動きベクトルに基づく移動量よりも大きい場合、ファインダ表示部に
おけるライブビュー画像の表示範囲を縮小させるとともに、ファインダ表示部に撮像情報
を拡大表示させる。
【００６８】
　図８に示すように、初期設定の状態では、表示制御部４７は撮像部による撮像条件に関
する撮像情報Ｄを、ファインダ表示部３１における最大表示範囲Ｅ０の周囲に表示させる
。この場合、上記第１実施形態と同様に、ファインダ表示部３１の幅全体にライブビュー
画像が表示されるため、撮像情報Ｄは、ライブビュー画像に干渉しないように、ファイン
ダ表示部３１の上下の空いたスペースに表示される。
【００６９】
　そして、表示制御部４７は、表示範囲変更部としてのデジタル信号処理部４４がライブ
ビュー画像の表示範囲Ｅ１を縮小させた場合、表示範囲Ｅ１の縮小前に対して撮像情報Ｄ
を拡大して表示させる。この場合、ファインダ表示部３１では、表示範囲Ｅ１の上下のス
ペースが広がるとともに、左右にもスペースが生じるため、表示範囲Ｅ１の上下、左右の
スペースを使って、撮像情報Ｄが拡大表示される。
【００７０】
　なお、撮影モードの開始からライブビュー画像の表示範囲Ｅ１を縮小させるまでの処理
の流れは上記第１実施形態と同様である。また、最大表示範囲Ｅ０に対して、一定の縮小
率で表示範囲Ｅ１を縮小する点についても同様である。
【００７１】
　［第３実施形態］
　上記各実施形態では、撮像画像内の周辺部分の動きベクトルに基づく移動量が主要被写
体像の動きベクトルに基づく移動量よりも大きい場合、ファインダ表示部におけるライブ
ビュー画像の表示範囲を一定の縮小率で縮小させる例を上げているが、これに限るもので
はなく、以下で説明する第３実施形態では、パン動作またはチルト動作の速度を検出し、
検出されたパン動作またはチルト動作の速度に応じて表示範囲の縮小率を変更する。この
場合、図９に示すように、デジタルカメラ５５は、速度検出部５６を備えている。なお、
速度検出部５６以外の構成は、上記各実施形態と同様である。
【００７２】
　速度検出部５６は、一般的な加速度センサ、又は角速度センサなどから構成され、カメ
ラ本体１２又はレンズ鏡筒１３に固定されている。なお、これに限らず、デジタルカメラ
５５のパン動作、チルト動作の速度を検出可能なものであればよい。
【００７３】
　図１０に示すように、デジタル信号処理部４４は、速度検出部５６により検出された速
度に応じて最大表示範囲Ｅ０に対する表示範囲Ｅ１の縮小率を変更する。具体的には、検
出されたパン動作又はチルト動作の速度に反比例して最大表示範囲Ｅ０に対する表示範囲
Ｅ１の縮小率を、例えば、９０％、８０％、７０％、６０％と段階的に小さくする。
【００７４】
　デジタルカメラ５５がファインダ表示部３１にライブビュー画像を表示している場合、
上記実施形態と同様に、周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２に基づく移動量と、主要被写体像
Ｍの動きベクトルＶ１に基づく移動量とを比較する。そして、周辺部分Ｐの動きベクトル
Ｖ２に基づく移動量が主要被写体像Ｍの動きベクトルＶ１に基づく移動量よりも大きい場
合、表示制御部４７を制御し、ファインダ表示部３１におけるライブビュー画像の表示範
囲Ｅ１を縮小させる。このように表示範囲Ｅ１を縮小させる際、上述したパン動作又はチ
ルト動作の速度に反比例する縮小率で表示範囲Ｅ１を縮小させる。
【００７５】
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　撮影者が主要被写体を追いかけるためにデジタルカメラ５５に対してパン動作又はチル
ト動作をしている際、撮影者は主要被写体を中心に注視しているため、視野角が狭くなっ
ており、パン動作、チルト動作の速度が大きければ大きい程、注視できる範囲が狭くなっ
ている。本実施形態では、パン動作又はチルト動作の速度に反比例する縮小率で表示範囲
Ｅ１を縮小させているので、撮影者の注視できる範囲が狭くなっていてもライブビュー画
像内の周辺部分Ｐにある動きに気付くことができる。
【００７６】
　なお、第３実施形態では、パン動作またはチルト動作の速度に応じて表示範囲の縮小率
を変更しているが、これに限らず、撮像光学系１６の画角に応じて表示範囲の縮小率を変
更してもよい。この場合、例えば、変倍レンズ１６Ａの位置を検出する位置検出部を備え
、デジタル信号処理部４４は、位置検出部により検出された変倍レンズ１６Ａの位置に基
づく撮像光学系１６の画角に応じて最大表示範囲Ｅ０に対する表示範囲Ｅ１の縮小率を変
更する。これにより、撮像光学系１６の画角が小さく（焦点距離が長く）なり、撮影者の
注視できる範囲が狭くなっていてもライブビュー画像内の周辺部分にある動きに気付くこ
とができる。
【００７７】
　また、第３実施形態においても、撮像画像内の周辺部分の動きベクトルに基づく移動量
が主要被写体像Ｍの動きベクトルに基づく移動量よりも大きい場合、第２実施形態のよう
に、ファインダ表示部３１におけるライブビュー画像の表示範囲Ｅ１を縮小させるととも
に、ファインダ表示部３１に撮像情報Ｄを拡大表示させてもよい。この場合、パン動作ま
たはチルト動作の速度、あるいは撮像光学系１６の画角に応じて表示範囲Ｅ１の縮小率を
変更した場合、パン動作またはチルト動作の速度、あるいは撮像光学系１６の画角に応じ
て撮像情報Ｄの拡大率を変更する。図１０に示す例では、検出されたパン動作又はチルト
動作の速度に比例して撮像情報Ｄを段階的に大きく表示させている。
【００７８】
　［第４実施形態］
　上記各実施形態では、撮像画像内の周辺部分の動きベクトルに基づく移動量と、主要被
写体像の動きベクトルに基づく移動量とを比較し、その結果に応じてファインダ表示部に
おけるライブビュー画像の表示範囲を縮小させる例を上げているが、これに限るものでは
なく、以下で説明する第４実施形態では、主要被写体像の動きベクトルとは関係なく、撮
像画像内の周辺部分の動きベクトルに基づく移動量が所定値以上の場合、ライブビュー画
像の表示範囲を縮小させる。この場合、デジタル信号処理部４４が、動きベクトル検出部
として機能した場合、撮像画像内の周辺部分の動きベクトルのみを検出する。
【００７９】
　さらに、デジタル信号処理部４４は、動きベクトル検出部として検出された周辺部分Ｐ
の動きベクトルに基づいて、ファインダ表示部３１におけるライブビュー画像の表示範囲
を変更させる表示範囲変更部として機能する。本実施形態においては、デジタル信号処理
部４４は、周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２に基づく移動量が所定値以上の場合、表示制御
部４７を制御し、ファインダ表示部３１におけるライブビュー画像の表示範囲を縮小させ
る。なお、動きベクトル検出部および表示範囲変更部として機能する場合のデジタル信号
処理部４４を除く構成は、上記第１実施形態のデジタルカメラ１１と同様である。
【００８０】
　本実施形態を適用したデジタルカメラにおいて、撮影モード下でライブビュー画像を表
示する処理手順について、図１１に示すフローチャートおよび図１２に示すライブビュー
画像の表示画面の一例に沿って説明する。
【００８１】
　本実施形態のデジタルカメラの撮影モード下で、主制御部４１は先ず、設定情報記憶部
４８から各種撮像情報を含む設定情報を読み出す（Ｓ２１）。
【００８２】
　主制御部４１は、読み出された各種撮像情報に基づき、撮像部の動作を開始させる。撮
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像部が動作を開始すると、被写体像が撮像光学系１６を通して撮像素子３４の受光面に入
射し、撮像部から画像データが出力される。画像データが撮像部からデジタル信号処理部
４４に出力されると、主制御部４１は、ライブビュー画像をファインダ表示部３１、背面
表示部１４のどちらかに表示させるかの設定情報を確認し、ファインダ表示部３１にライ
ブビュー画像を表示させることが選択されている場合（Ｓ２２でＹ）、デジタル信号処理
部４４を制御して、ファインダ表示部３１の表示範囲にライブビュー画像を表示させる。
【００８３】
　図１２に示す例では、デジタル信号処理部４４が表示範囲変更部として機能する前の初
期設定の状態では、ファインダ表示部３１に表示可能な最大表示範囲Ｅ０にライブビュー
画像を表示させる。そして、デジタル信号処理部４４は、ライブビュー画像における撮像
画像内の周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２を検出する（Ｓ２３）。
【００８４】
　なお、設定情報において、ファインダ表示部３１にライブビュー画像を表示させること
が選択されていない場合（Ｓ２２でＮ）、主制御部４１は表示制御部４７を制御して背面
表示部１４にライブビュー画像を表示させる（Ｓ２４）。
【００８５】
　図１２に示す例では、ライブビュー画像において主要被写体像Ｍが移動しているととも
に、周辺部分Ｐについても建物などが移動している。すなわち、撮影者が、主要被写体を
追うために注視しながら、パン動作又はチルト動作などをしている状態である。なお、図
１２に示す例では、主要被写体像Ｍとして、飛行するヘリコプターを例に上げており、羽
根の部分が高速で回転しながら移動しており、もし主要被写体像Ｍの動きベクトルを検出
していた場合、移動量が大きい値となる可能性が高い。
【００８６】
　ライブビュー画像における周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２を検出したデジタル信号処理
部は、次に、周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２に基づく移動量と、所定値とを比較する（Ｓ
５）。そして、周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２に基づく移動量が所定値以上の場合（Ｓ２
５でＹ）、表示制御部４７を制御し、ファインダ表示部３１におけるライブビュー画像の
表示範囲Ｅ１を縮小させる（Ｓ２６）。なお、図１２に示す例では、ファインダ表示部３
１に表示可能な最大表示範囲Ｅ０に対して、縦横の寸法を一定の縮小率、例えば８０％で
縮小した表示範囲Ｅ１にライブビュー画像を表示させている。
【００８７】
　一方、周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２に基づく移動量が所定値未満の場合は（Ｓ２５で
Ｎ）、ファインダ表示部３１におけるライブビュー画像の表示範囲を変更せず、ファイン
ダ表示部３１に表示可能な最大の表示範囲にライブビュー画像を表示させる（Ｓ２７）。
【００８８】
　撮影モードを続行する場合（Ｓ２８でＹ）、Ｓ２１に戻り、ライブビュー画像の表示、
動きベクトルの検出、表示範囲の変更などを繰り返す。撮影者は、ライブビュー画像を見
ながら所望の構図になるように撮影方向や画角を調節し、所望の構図が得られたときにレ
リーズ操作を行う。撮影モードを続行しない場合（Ｓ２８でＮ）、デジタルカメラの動作
モードを変更又は電源をオフ状態にして撮影を終了する。
【００８９】
　以上のように、周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２に基づく移動量が所定値以上の場合、表
示範囲Ｅ１を縮小させているので、撮影者が主要被写体を注視していても、ライブビュー
画像内の周辺部分にある動きに気付くことができる。また、ファインダ表示部３１におけ
るライブビュー画像の表示範囲を縮小させる前などは、最大表示範囲Ｅ０にライブビュー
画像を表示させ、臨場感のあるライブビュー画像を得ることができる。
【００９０】
　また、上記第１実施形態の構成では、主要被写体像Ｍの動きベクトルに基づく移動量と
、周辺部分Ｐの動きベクトルに基づく移動量とを比較し、その結果に応じて表示範囲Ｅ１
を縮小させているので、図１２に示す例のように、ヘリコプター、自動車又は鳥などの動
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きが速い主要被写体像Ｍの動きベクトルに基づく移動量は、周辺部分Ｐの動きベクトルに
基づく移動量よりも大きいため、周辺部分Ｐに動きがあっても表示範囲Ｅ１が縮小されな
いことがある。これに対して本実施形態では、周辺部分Ｐの動きベクトルに基づく移動量
のみを所定値と比較しているので、ライブビュー画像内の周辺部分にある動きに気付くこ
とができる。
【００９１】
　また、第４実施形態においても、周辺部分Ｐの動きベクトルＶ２に基づく移動量が所定
値以上の場合、第２実施形態のように、ファインダ表示部３１におけるライブビュー画像
の表示範囲Ｅ１を縮小させるとともに、ファインダ表示部３１に撮像情報Ｄを拡大表示さ
せてもよい。あるいは、第３実施形態のように、パン動作またはチルト動作の速度、ある
いは撮像光学系１６の画角に応じて表示範囲の縮小率を変更してもよい。
【００９２】
　［第５実施形態］
　上記第４実施形態では、周辺部分Ｐの動きベクトルに基づく移動量が所定値以上の場合
、ファインダ表示部におけるライブビュー画像の表示範囲を一定の縮小率で縮小させる例
を上げているが、これに限るものではなく、以下で説明する第５実施形態では、ファイン
ダ表示部３１に表示されるライブビュー画像における撮像画像内の周辺部分Ｐにおいて、
動きベクトルが検出された部分に応じて縮小率を変更する。この場合、例えば、図１３に
示すように、周辺部分Ｐを外側と内側の２つの部分Ｐ１、Ｐ２（以下では、外側周辺部分
Ｐ１、内側周辺部分Ｐ２とそれぞれ称する。）に分けて区画する。そして、周辺部分Ｐで
動きベクトルが検出された部分Ｓが外側周辺部分Ｐ１のみに存在する場合と、内側周辺部
分Ｐ２に存在する場合とで縮小率を変更する。
【００９３】
　動きベクトルが検出された部分Ｓ（実線で示す位置）が外側周辺部分Ｐ１のみに存在す
る場合、デジタル信号処理部４４は、最大表示範囲Ｅ０に対する表示範囲Ｅ１の縮小率を
、例えば８０％にする。一方、動きベクトルが検出された部分Ｓ（破線で示す位置）が外
側周辺部分Ｐ２に存在する場合、デジタル信号処理部４４は、最大表示範囲Ｅ０に対する
表示範囲Ｅ１の縮小率をさらに小さく、例えば６０％にする。
【００９４】
　撮影者が主要被写体を追いかけるためにデジタルカメラに対してパン動作又はチルト動
作をしている際、撮影者は主要被写体を中心に注視しているため、視野角が狭くなってお
り、動きベクトルが検出された部分Ｓが外側周辺部分Ｐ１だけではなく、内側周辺部分Ｐ
２にまで存在する場合、注視できる範囲がより狭くなっていると考えられる。本実施形態
では、動きベクトルが検出された部分Ｓ（破線で示す位置）が外側周辺部分Ｐ２に存在す
る場合、最大表示範囲Ｅ０に対する表示範囲Ｅ１の縮小率をさらに小さくしているので、
撮影者の注視できる範囲が狭くなっていてもライブビュー画像内の周辺部分にある動きに
気付くことができる。
【００９５】
　なお、図１３に示す例では、周辺部分Ｐを２つに区画し、動きベクトルが検出された部
分Ｓに応じて最大表示範囲Ｅ０に対する表示範囲Ｅ１の縮小率を２段階に変更する例を上
げているが、これに限らず、周辺部分を３つ以上に区画し、この区画した数に応じて、最
大表示範囲Ｅ０に対する表示範囲Ｅ１の縮小率を変更する段階数を増やしてもよい。
【００９６】
　さらにまた、動きベクトルが検出された部分Ｓを撮影者が気付きやすくするために、図
１４及び図１５に示すように、動きベクトルが検出された部分Ｓの表示を、例えば網掛け
表示により周囲の部分と変えてもよい。図１４は、動きベクトルが検出された部分のみを
網掛け表示したものであり、図１５は、周辺部分Ｐを四角形に区画したブロックとし、動
きベクトルが検出されたブロックを網掛け表示している。なお、動きベクトルが検出され
た部分Ｓの表示としてはこれに限るものではなく、色を反転表示させたり、点滅させるな
ど、動きベクトルが検出された部分Ｓを周囲と異なる表示にすればよい。
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【００９７】
　上記各実施形態では、デジタル信号処理部４４が動きベクトル検出部として機能する場
合、ライブビュー画像における各フレーム間での動きベクトルを検出しているが、これに
限らず、撮像部から周期的に生成される撮像画像における各フレーム間での動きベクトル
を検出してもよい。この場合、撮像画像から検出された動きベクトルに基づいて、上記各
実施形態と同様にファインダ表示部におけるライブビュー画像の表示範囲を変更させる。
【００９８】
　上記各実施形態では、撮像素子３４は、ＣＭＯＳ型イメージセンサであるが、ＣＣＤ型
イメージセンサであってもよい。また、上記各実施形態では、ファインダ部を電子ビュー
ファインダとしているが、ハイブリッドビューファインダとしてもよい。また、上記各実
施形態では、内蔵型のフラッシュ装置を用いているが、外付けのフラッシュ装置を用いて
もよい。
【００９９】
　なお、本発明は、デジタルカメラ以外に、スマートフォン、ビデオカメラ等の撮影装置
に適用可能である。
【符号の説明】
【０１００】
　　１１　デジタルカメラ
　　１２　カメラ本体
　　１３　レンズ鏡筒
　　１４　背面表示部
　　１５　ファインダ部
　　１５Ａ　ファインダ接眼窓
　　１６　撮像光学系
　　１６Ａ　変倍レンズ
　　１６Ｂ　フォーカスレンズ
　　１７　フォーカスリング
　　１８　絞りリング
　　１９　ズームリング
　　２１　電源レバー
　　２２　レリーズスイッチ
　　２３　露出補正ダイヤル
　　２４　シャッタスピードダイヤル
　　２６　感度ダイヤル
　　２７　内蔵フラッシュ装置
　　２８　操作ボタン
　　２９　タッチパネル
　　３１　ファインダ表示部
　　３２　絞りユニット
　　３２ａ　絞り羽根
　　３３　シャッタユニット
　　３４　撮像素子
　　３５　ズーム機構
　　３６，３７，３８　モータ
　　３９　モータドライバ
　　４１　主制御部
　　４２　バス
　　４３　メモリ制御部
　　４４　デジタル信号処理部
　　４６　メディア制御部
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　　４７　表示制御部
　　４８　設定情報記憶部
　　４９　メモリ
　　５１　接眼光学系
　　５２　記録メディア
　　５５　デジタルカメラ
　　５６　速度検出部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】



(18) JP 6831473 B2 2021.2.17

【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】

【図１５】
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